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シアノバクテリアの生物時計システム

開発した高精度円二色性顕微鏡によるキラル金ナノ構造試料のイメージ
（回折限界を見かけ上超える分解能を実現）

研究所紹介

分子科学は、分子がその姿を変化させる化学反応や分子間相互作用の本質を、理論と

実験の両面から明らかにすることを目的とした学問です。分子科学研究所では、理論・計算、

光、物質、生命・錯体を扱う４つの基盤研究領域に加えて、協奏分子システム研究センター、

メゾスコピック計測研究センターを設置し、最先端の技術や装置が利用できる共同研究

の場を国内外の研究者に提供し続けています。また、全国の72国立大学法人と連携し、

大学・公的研究機関・民間企業の研究者が各参画組織の所有設備を安価に共同利用でき

るシステム（大学連携研究設備ネットワーク）を構築しています。

「分子」と「分子システム」を
つなぐロジックを解析し、
斬新な分子システムを創成する

光で、分子の姿を捉える

協奏分子システム研究センターでは、「分子それぞれの性質
が高次構造を持つ分子システムの卓越した機能発現にどう結
びつくのか」という学問横断的な重要課題に取り組んでいます。
生命システムを手本に「個」と「集団」を結ぶ階層間ロジックを
学び、分子システムがエネルギー・情報を協奏的に交換すること
によって物質変換・エネルギー変換・生命的活動などの諸機能
を発現する原理の解明を目指しています。「柔軟かつ堅牢で卓越
した機能を持つ分子システム」創成の拠点として共同利用・共同
研究を推進し、学問や社会へ貢献することを目的としています。

分子がその機能を発揮する場の多くは、分子が単一のもの
として存在しているのではなく、いくつもの種類の分子が集ま
り、分子のミクロな性質と集団としてのマクロな性質が影響
を及ぼし合って、特徴的な機能を発現しています。このよう
なミクロとマクロの性質が影響を及ぼし合う時間・空間領域
（メゾスコピック領域）の特性を解明・制御・開拓していくには、
メゾスコピック領域の計測法を独自に開拓し、様 な々系に適用
することが重要との考えから、2017年4月に「メゾスコピック
計測研究センター」を設置しました。理論解析、光源開発、
そして新たな計測法開拓、それらの応用までを含めた基礎
研究基盤の提供を目指して活動しています。
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生命創成探究センターは「生きているとは何か？」という人類の根源的な問いの解明に向けて、生命の本質の理解を
目指した研究を進めるべく、2018年4月に設立されました。最先端機器で生物を観察し（みる）、最新手法でデータ
を解析して（よむ）、生命の仕組
みの解明を目指します。さらに
構成的アプローチを取り入れ
（つくる）、生命システムの本質
に迫ります。「みる・よむ・つくる」
のアプローチを基軸に、極限
環境生命の研究者とも協力し
ながら、異分野融合型の研究を
進め、生命の設計原理を探究し
ています。

アストロバイオロジーセンター（ABC）は、太陽系外惑星や、宇宙にいるかもしれない生物についての学際的研究
を推進するために、2015年に設立されました。近年の太陽系外惑星観測の進展を契機に、「宇宙における生命」を科
学的に調査し、その謎を解き明かすアストロバイオロジーの研究が喫緊の課題となっています。自然料学研究機構
のアストロバイオロジーセンターは、異分野融合によりこの分野を発展させ、太陽系外の惑星探査、太陽系内外の
生命探査、それらの探査のため
の装置開発を推進しています。

自然科学研究において研究手法の拡がりや異分野の交流は、当該分野の進展に資するだけでなく、新しい研究分
野を生み出しつつあります。この大きな流れを先導する目的で、新分野創成センターでは、これまでイメージング
科学、脳科学、宇宙における生命科学という新たな分野の創出に貢献してきました。2018年度からは、光科学の研
究成果の異分野への応用を目指す「先端光科学研究分野」、プラズマ科学と生命科学の分野融合研究となる「プラズ
マバイオ研究分野」を新たに立ち上げ、両分野において公募研究を含む分野創成研究を推進しています。特に「プラズ
マバイオ研究分野」では、名古屋大学低温プラズマ科学研究センター、九州大学プラズマナノ界面工学センター及び
東北大学大学院工学研究科非平
衡プラズマ学際研究センターと
コンソーシアムを形成し、連携
研究を強力に進めています。また、
センター内の新分野探査室では、
次世代の新分野となり得る研究
活動の探査も進めています。

新分野創成センター（CNSI）
Center for Novel Science Initiatives

センター紹介

生体へ直接照射可能な
低温の大気圧へリウムプラズマジェット

電子顕微鏡で撮影したクマムシ

お問合せ窓口 事務局  企画連携課  研究支援係　nins-kenkyu@nins.jp

お問合せ窓口 生命創成探究センター　info@excells.orion.ac.jp お問合せ窓口 事務局　企画連携課　国際企画係　nins-kokusai@nins.jp

お問合せ窓口 アストロバイオロジーセンター　abc-office@abc-nins.jp

生命創成探究センター（ExCELLS）
Exploratory Research Center on Life and Living Systems

機構内の各機関においてこれまで行ってきた国際交流活動の発展を背景に、海外機関と組織的に連携して分野や
機関の枠を超えた取り組みをさらに発展させることを目的として、2018年8月に機構直轄のセンターとして設立さ
れました。
IRCCには、天文物理学と核融合科学の融合分野である「アストロフュージョンプラズマ物理研究部門

（IRCC-AFP）」と生物学における定量測定とイメージング技術を融合させる「定量・イメージング生物学研究部門
（IRCC-QIB）」の２つの部門が設置され、今後の研究のさらなる発展が期待されています。
IRCC-AFPは、自然科学研究機構と独・マックスプランク協会の関係研究所、米・プリンストン大学の3者の連携に

より、天文学及び核融合学に共通する、プラズマ物理学の総合的な探求を目的とした国際共同研究を推進しています。
IRCC-QIBは、プリンストン大学の新しい数理科学的解析手法やイメージング手法などを取り入れた定量生物学
分野と、基礎生物学研究所、生理学研究所、分子科学研究所および生命創成探究センターが連携し、次世代の定量・
イメージング生物学を創成するべく国際共同研究を推進しています。

国際連携研究センター（IRCC）
International Research Collaboration Center

アストロバイオロジーセンター（ABC）
Astrobiology Center

木星の4倍程度の質量を持つ
系外惑星GJ504b（右上）

高速AFM/ 光学顕微鏡複合機によってタンパク
質から細胞まで様々な生体分子の動態が可視化
できます。また、光学顕微鏡との組み合わせも
可能です。

生命を宿せる系外惑星を探査する
赤外線分光器IRD（上）と多色カメラ
MuSCAT2（右）
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組織図 名 簿

沿 革

機構長選考会議

副機構長

経営協議会

機構会議

新分野創成センター 岡崎共通研究施設

岡崎統合事務センターアストロバイオロジーセンター

生命創成探究センター

国際連携研究センター

研究力強化戦略会議

研究基盤戦略会議 研究力強化推進本部

事務局 研究連携委員会

監査室 国際連携委員会

内部統制推進室 広報委員会

男女共同参画推進委員会

情報セキュリティ推進室 情報セキュリティ委員会

産学連携委員会

監事

理事

教育研究評議会
役員会

●1888（明治21年）
東京大学理学部に
東京天文台 発足

●1924（大正13年）
麻布飯倉から三鷹へ移転

●1988（昭和63年）
大学共同利用機関
国立天文台 発足

●1989（平成元年）
大学共同利用機関 
核融合科学研究所 発足

●2004（平成16年）  大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 設立

●2013（平成25年）  研究力強化推進本部及び研究力強化戦略室 設置

●2009（平成21年）  新分野創成センター 設立

●2015（平成27年） アストロバイオロジーセンター 設立
●2018（平成30年） 生命創成探究センター 設立 （岡崎統合バイオサイエンスセンター改組）
 国際連携研究センター 設立

●1977（昭和52年）
大学共同利用機関 
基礎生物学研究所 発足

氏　名

小森　彰夫 機構長

職　名 氏　名

2021年7月1日現在

德田　次男
金子　　修
川合　眞紀

井本　敬二

斎藤　　卓
常田　佐久
吉田　善章
阿形　清和
鍋倉　淳一

理事・事務局長

理事

理事・副機構長・分子科学研究所長

理事・新分野創成センター長・
国際連携研究センター長

理事

副機構長・国立天文台長

副機構長・核融合科学研究所長

副機構長・基礎生物学研究所長

副機構長・生理学研究所長

職　名

氏　名

國井　秀子
澤岡　　昭
角南　　篤
高橋真理子
高柳　雄一
田島　保英
中釜　　斉
中西　友子

西村いくこ

橋本　和仁

結城　章夫

小森　彰夫
德田　次男
金子　　修
井本　敬二
斎藤　　卓
常田　佐久
吉田　善章
阿形　清和
鍋倉　淳一
川合　眞紀

芝浦工業大学客員教授

大同大学名誉学長

政策研究大学院大学学長特別補佐/客員教授

朝日新聞科学コーディネーター

多摩六都科学館館長

高度情報科学技術研究機構理事長

国立がん研究センター理事長

星薬科大学学長

京都大学名誉教授
甲南大学名誉教授

物質・材料研究機構理事長

山形大学名誉教授（元学長）
富澤学園理事長　　　　　　　　　　　　　　
元文部科学事務次官

自然科学研究機構機構長

自然科学研究機構理事・事務局長

自然科学研究機構理事

自然科学研究機構理事

自然科学研究機構理事

自然科学研究機構国立天文台長

自然科学研究機構核融合科学研究所長

自然科学研究機構基礎生物学研究所長

自然科学研究機構生理学研究所長

自然科学研究機構分子科学研究所長

職　名

氏　名

小川　雄一
二宮　博正

監事

監事

職　名

氏　名

石原　　修
井上　和秀

郷　　通子

小間　　篤

佐藤　哲也

永田　和宏

永原　裕子

長谷川眞理子
早坂　忠裕
松本　吉泰
小森　彰夫
德田　次男
金子　　修
井本　敬二
斎藤　　卓
常田　佐久
吉田　善章
阿形　清和
鍋倉　淳一
川合　眞紀
渡部　潤一
室賀　健夫
長谷部光泰
南部　　篤
岡本　裕巳

中部大学学事顧問

九州大学高等研究員特別主幹教授

長浜バイオ大学特別客員教授
元お茶の水女子大学学長

東京大学名誉教授
前秋田県立大学長

核融合科学研究所名誉教授
総合研究大学院大学名誉教授
兵庫県立大学名誉教授

ＪＴ生命誌研究館長

日本学術振興会学術システム研究センター副所長
東京工業大学地球生命研究所フェロー

総合研究大学院大学長

東北大学大学院理学研究科 教授

公益財団法人豊田理化学研究所フェロー

自然科学研究機構機構長

自然科学研究機構理事・事務局長

自然科学研究機構理事

自然科学研究機構理事

自然科学研究機構理事

自然科学研究機構国立天文台長

自然科学研究機構核融合科学研究所長

自然科学研究機構基礎生物学研究所長

自然科学研究機構生理学研究所長

自然科学研究機構分子科学研究所長

自然科学研究機構国立天文台副台長

自然科学研究機構核融合科学研究所副所長

自然科学研究機構基礎生物学研究所副所長

自然科学研究機構生理学研究所副所長

自然科学研究機構分子科学研究所研究総主幹

職　名

●1977（昭和52年）
生物科学総合研究機構 発足

●1981（昭和56年）
岡崎国立共同研究機構 発足

●2020（令和２年）
動物資源共同利用研究センター設立 （動物実験センター改組）

●2000（平成12年）
岡崎共通研究施設 ［岡崎統合バイオサイエンスセンター・計算科学研究センター・

動物実験センター・アイソトープ実験センター］ 設立

●1977（昭和52年）
大学共同利用機関 
生理学研究所 発足

●1975（昭和50年）
大学共同利用機関 
分子科学研究所 発足

●1997（平成９年）
名古屋市から土岐市に移転
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24,205,982
67%

教育研究経費

自然科学研究機構本部　National Institutes of Natural Sciences（NINS）
〒105-0001 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル２F　 
TEL.03-5425-1300（代表）　FAX.03-5425-2049 
URL.https://www.nins.jp/

国立天文台　National Astronomical Observatory of Japan（NAOJ）
〒181-8588 東京都三鷹市大沢2-21-1　 
TEL.0422-34-3600（代表）　FAX.0422-34-3690 
URL.https://www.nao.ac.jp/

核融合科学研究所　National Institute for Fusion Science（NIFS）
〒509-5292 岐阜県土岐市下石町322-6　 
TEL.0572-58-2222（代表）　FAX.0572-58-2601 
URL.https://www.nifs.ac.jp/

基礎生物学研究所　National Institute for Basic Biology（NIBB）
〒444-8585 愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38　
TEL.0564-55-7652　FAX.0564-53-7400 
URL.https://www.nibb.ac.jp/

生理学研究所　National Institute for Physiological Sciences（NIPS）
〒444-8585 愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38　
TEL.0564-55-7700　FAX.0564-52-7913 
URL.https://www.nips.ac.jp/

分子科学研究所　Institute for Molecular Science（IMS）
〒444-8585 愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38　
TEL.0564-55-7418　FAX.0564-54-2254 
URL.https://www.ims.ac.jp/

4,411,996
12%

一般管理費

施設整備費

1,906,965
5%

補助金等

計36,110,791
支出予算額

3,348,327
9%

産学連携等研究経費
及び寄附金事業費等

■職員数
2021年3月1日現在

■収入と支出（予算）
【2021年度予算（単位：千円）】

■外部資金等の内訳
【2020年度決算（単位：千円）】

27人
URA職員

657人
研究教育職員

計1,141人
全 体

28,448,917
79%

運営費交付金

7,661,874
21%

その他

計36,110,791

計4,599,924（1,056件）

収入予算額

234人
技術職員

223人
事務職員

受託研究

1,319,093
（87件）

補助金 科学研究費助成事業（科研費）

2,205,739
（671件）

共同研究

119,954
（63件）

受託事業

20,696
（8件）

寄附金

432,586
（212件）

501,856
（15件）

2,237,521
6%

所在地

ハワイ

●国立天文台 　野辺山宇宙電波観測所

●核融合科学研究所

国立天文台 ハワイ観測所

チリ
国立天文台 チリ観測所

●核融合科学研究所 
　ヘリカル研究部 六ヶ所研究センター

●国立天文台 水沢VLBI 観測所

●新分野創成センター

●自然科学研究機構本部

●国際連携研究センター

●アストロバイオロジーセンター

●国立天文台

●基礎生物学研究所

●生理学研究所

●分子科学研究所

●岡崎共通研究施設

●生命創成探究センター

●すばる望遠鏡

●ヒロ・オフィス　

各種データ

●アルマ望遠鏡 山頂施設

●サンティアゴ・オフィス
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